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【補充資料２】単元「ちいちゃんのかげおくり 「一つの花」の指導計画（８時間扱い）」

学 習 活 動

時 学習指導目標 ３年「ちいちゃんのかげおくり」 ４年「一つの花」

１ ◎物語の概要 １ 全文を読み、感想をもつ。 １ 全文を読み、感想をもつ。

をとらえ学 ・初発の感想を書き、発表し合う。 ・初発の感想を書き、発表し合う。

習の見通し ・漢字の読み、語句の確認をする。 ・漢字の読み、語句の確認をする。

をもつこと お話を読んで、感想を書こう。 お話を読んで、感想を書こう。

ができる。

２ ◎叙述に即し ２ 場面ごとに情景や人物の気持ちを ２ 場面ごとに情景や人物の気持ちを読

・ て、情景や 読み取る み取る

３ 登場人物の (１)家族そろって「かげおくり」を (１)戦時下の生活の様子や幼いゆみ子が

心情を想像 するちいちゃんの気持ちを読み取る 「一つだけちょうだい 」を覚えた理。 。

しながら読 由を読み取る。

むことがで ちいちゃんがかげおくりをして遊ぶ どうして、ゆみ子の覚えた最初の言葉

きる。 ようになったのは どうしてだろう は 「一つだけちょうだい 」なのだ、 。 、 。

ろう。

４ (２)空襲の様子やひとりぼっちになっ (２)ゆみ子の将来を心配する両親の気持

てしまったちいちゃんの気持ちを読 ちを読み取る。

み取る。

たくさんの人たちの中でねむるちい どうしてお父さんは、ゆみ子をめちゃ

ちゃんはどんなことを思っただろう くちゃに高い高いしたのだろう。。

５ (３)はぐれた家族に会えると信じて (３)父親が出征する日の家族の様子や両

待っているちいちゃんの気持ちを読 親の気持ちを読み取る。

み取る。

こわれかかったぼう空ごうの中で、 お父さんが戦争に行く日、お母さんと

一人でねむるちいちゃんはどんなこ お父さんはそれぞれどんなことを思っ

とを思っただろう。 ただろう。

６ (４)たった一人でかげおくりをして家 (４)一輪のコスモスの花にこめられた父

族に会えたちいちゃんの気持ちを読 親の願いを読み取る。

み取る。

どうして、ちいちゃんは、きらきら どうしてお父さんは、一輪のコスモス

わらいながら花畑の中を走り出した の花をあげたのだろう。

のだろう。

７ (５)１～４の場面と５の場面を比べな (５)お母さんを助け、平和に暮らすゆみ

がら読み、平和な暮らしの様子を読 子の様子を読み取る。

み取る。

もしも戦争がなかったら、ちいちゃ ゆみ子はどんな子に育っただろう。

んはどうしているだろう。

８ ◎学習を振り (６)学習のまとめをする。 (６)学習のまとめをする。

返り自分の ・学習を振り返り、この物語を読んで ・学習を振り返り、この物語を読んで考

学びを文章 考えたことや学習したことなどを盛 えたことや学習したことなどを盛り込

で書くこと り込み、主人公宛に手紙を書く。 み、主人公宛に手紙を書く。

ができる。 ちいちゃんへ手紙を書こう。 ゆみ子へ手紙を書こう。



【補充資料３】第３・４学年複式国語科学習指導展開案
（ の場面／２・３時）1
（１） 年の目標 （１） 年の目標3 4

・家族そろって「かげおくり」をするちいちゃんの気持ちを読み取ることができる。 ・戦時下の生活の様子や幼いゆみ子が「一つだけちょうだい 」を覚えた理由を読み取る。

ことができる。

３ 年 ４ 年

段 指導上の留意点 形 指導上の留意点 段

階 ノートの活用 学 習 活 動 ○主な発問・指示 態 学 習 活 動（○主な発問・指示） ノートの活用 階○手だての試案による配慮事項 ○手だての試案による配慮事項（ ）

１．学習課題を確認する １．本時の準備や新出漢字・語句の練・学習の見通しを持た ・学習課題を書く。

習をする。せて、本時の学習に ちいちゃんがかげおくりをして遊

・次の作業を行っておく。 ・次の直接指導に速や意欲的に取り組める ぶようになったのはどうしてだろう ・学習課題を書く。。

・学習課題をノートに書く。 かに入れるように準ようにする。 ２．学習場面を音読する

・本時の学習場面を黙読する。 備させておく。・課題について考えな ・一の場面を読む。

・漢字・語句の練習をする。 ・個人学習できるようがら読むように指示

する。 ふ３．場面の内容を読み取る に指示しておく。

・板書を基にキーワー ・教師と一緒に、キー ・教師といっしょに、内容を読み取 り

ドに赤線を引かせ、 ワードに赤線を引い る。 直 間 か

どの児童も内容が正 ていく。 ○大事な言葉に線をひこう。 接 接 え

確に読み取れるよう る読み取りの観点とキーワード

・出征前日の家族とかげおくりの様子にする。

・板書には線を引くだ 「出征する前の日」「かげおくり 「お父さん」 」

けでなく、必要に応 「先祖のはかまいり 「青い空 「つぶやき」」 」

じて心情も書き込ん 「かげおくりのよくできそうな空 「こどものとき」」

「 」「 」「 」でいく 四人は手をつなぎ 白い四つのかげぼうし すごうい

○順序を表す言葉や場 「記ねん写真」

・お父さんの出征とその後の家族の様子面の様子に着目して

読み取らせるように 「白いたすき 「日の丸のはた 「列車に」と 」 」

する。 「体の弱いお父さん 「ぽつん 「いろいろなかげおくり」ら 」 」

「いくさがはげしく 「しょういだん 「ばくだん」え 」 」

「とても楽しいところ 「とてもこわい所」る 」

・間接指導に入る前に ・手順にしたがって、 ・学習の見通しを持４．課題に対する自分の考えをもつ ２．学習課題を確認する

児童だけで学習を進 自分の考えをノート ・読み取りを基にちいちゃんや両親 どうして、ゆみ子の覚えた最初の言 たせて、本時の学習

められるように考え に書く。 の気持ちを考え、ノートに書き込 葉は 「一つだけちょうだい 」なの に意欲的に取り組め、 。

をもつための手順を むことで自分の考えをはっきり形 だろう。 るようにする。

示す。 に表す。 ・課題について考えな考えをもつ手順 ３．学習場面を音読する

・一の場面を読む。 がら読むように指示

○自分の考えの根拠を ①赤線のほかにも大 ○みんなの考えをノートに書いてみ する。

明確にできるように 切だと思った言葉 よう。 ・教師と一緒に、キー ・板書をもとにキーワ４．場面の内容を読み取る

キーワードと結び付 には波線を引く。 ・教師といっしょに、内容を読み取 ワードに赤線を引い ードに赤線を引かせ予想される児童の反応

けさせるようにする ②学習課題に対する る。 ていく。 どの児童も内容が正。 ・お父さんが教えてくれた遊びだから。

考えをノートに書 間 直 ○大事な言葉に線をひこう。 確に読み取れるよう・いろいろなかげおくりがあって、楽

く。 接 接 にする。しいから。 読み取りの観点とキーワード

③ノート上段の教材 ・板書には線を引くだ・家族４人でした最後の遊びだから。 ・戦争中の生活の様子

文から考えの理由 「戦争のはげしかったころ 「そんな物」 けでなく、必要に応」

になるキーワード 「どこへ行ってもありません 「配給 「おいも 「豆」 じて心情も書き込ん」 」 」

を見つけ下段の考 「かぼちゃ 「毎日 「てきの飛行機 「ばくだん」 でいく。」 」 」

えと線でつなぐ。 「次々に焼かれて 「はい」 と」

○順序を表す言葉や場 ら・ゆみ子が最初の言葉を覚えた理由

「いつもおなかをすかして 「いくらでもほしがる」 面の様子に着目して え」

「一つだけよ 「自分の分から一つ 「一つだけ」 読み取らせるように る」 」

「お母さんの口ぐせ 「知らず知らずのうちに」 する。」

「口ぐせを覚えて」

○考えをどのように比 ・ノートの記述を基に ・手順にしたがって、 ・間接指導に入る前に５．考えを比べる ５．課題に対する自分の考えをもつ

べるのか、観点や手 考えを比べ合う。 ・友達と考えを交流し、共通点や相 ・読み取りを基に最初の言葉を覚え 自分の考えをノート 児童だけで学習を進

順を具体的に示す。 違点を明らかにする た理由を考え、ノートに書き込む に書く。 められるように考え比べる観点

・考えの同じところ ○自分の考えと友達の考えを比べて ことで自分の考えをはっきり形に をもつための手順を、 、 考えをもつ手順

○他人と考えが違って 違うところはどこ 同じところ、違うところ見つけ、 表す。 ①赤線のほかにも大 示す。

いても良いことを児 か。 そう考えた理由を話し合おう。 ○みんなの考えをノートに書いてみ 切だと思った言葉

童に伝える。 ・それぞれの考えの (例） 間 よう。 には波線を引く。 ○自分の考えの根拠を話し合いの進め方

理由になっている ① ○○くんの考えを先に聞かせて 接 ②学習課題に対する 明確にできるように。 予想される児童の反応

・考えの違いを児童だ キーワードは何か ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 考えをノートに書 キーワードと結び付。 ・お母さんが、いつも「一つだけー。

けで見つけられない ③ 考えをくらべてみよう。 く。 けさせるようにす一つだけー 」と言っていたから。。

場合には、教師も話 ④ ○○くんは、～に線を引いたん ③ノート上段の教材 る。ふ ・一つだけだったら、もらえると思っ比べる手順

し合いに加わり助言 ①友達の考えを聞い だね。 文から考えの理由か たから。

する。 て、自分の考えと ⑤ △△くんは ～に引いたんだね になるキーワードめ ・お母さんの口ぐせを覚えてしまった、 。

照らし合わせる。 ⑥ ○○くんと、ぼくの考えは、少 間 を見つけ下段の考る から。

・児童の考えが類似し ②もし、友達のノー しにているね。キーワードは、こ 接 えと線でつなぐ。

ている場合には、根 トに波線が引いて れとこれが同じだね。でも、この

拠となる言葉や文も あれば自分のノー キーワードはちがうね どうして ・ノートの記述を基に ○考えをどのように比。 、 ６．考えを比べる

同じなのか、ほかに トにも青線を引く このキーワードをえらんだの？ ・友達と考えを交流し、共通点や相 考えを比べ合う。 べるのか、観点や手。

は、この考えの根拠 ③考えの同じところ ⑦ △△くんの考えは、ぼくの考え 違点を明らかにする 順を具体的に示す。比べる観点

になっている言葉は や違うところを見 とここがちがっているね。これは ・考えの同じところ

ないのか、考えさせ つける。 どのキーワードから～と考えた ○自分の考えと友達の考えを比べて 違うところはどこ ○友達と考えが違って、

る。 ④同じ理由や違う理 の？ 同じところ、違うところ見つけ、 か。 いても良いことを児

由をキーワードを ⑧ それはね。このキーワードから そう考えた理由を話し合おう。 ・お互いの考えの理 童に伝える。

基に話し合う。 ～だと思ったんだよ。 由になっているキ

(例） ーワードは何か。 ・児童の考えに共通点話し合いの進め方

がある場合には、な

・考えを広げ深めるこ ・ノートに見直した考 ① ○○くんの考えを先に聞かせて ぜ同じになったのか６．考えを見直す 比べる手順。

とができるように、 えを記述する。 ・学習を振り返り、学んだ読み方を ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 ①友達の考えを聞い 他には、この考えの ふ

考えを見直すための まとめる。 間 ③ 考えをくらべてみよう。 て、自分の考えと 根拠となる言葉がな か

観点を示す。 接 ④ ○○くんは、～に線を引いたん 照らし合わせる。 いのかなどを考えさ め見直しの観点 予想される児童の見直した考え

だね。 ②もし、友達のノー せる。 る・戦争に行ったお父さんが教えてくれ

・最後に課題に対する ・自分の考えで足り ⑤ △△くんは ～に引いたんだね トに波線が引いてふ た遊びだし、家族４人で遊んだ最後 、 。

考えを感想もまじえ ないところはどこ ⑥ ○○くんと、ぼくの考えは、少 あれば自分のノー ・相違点については、り の遊びだから、お父さんの思い出が

て書かせる その際 か。 しにているね。キーワードは、こ トにも青線を引く 違いの理由が何に基か つまっている大事な遊びだから。。 、 。

今日の学習を振り返 ・友達の考えを聞い れとこれが同じだね。でも、この ③考えの同じところ づいているのか、根え ・かげおくりをすると、戦争に行った

るとともに友達の考 て、さらに考えて 間 キーワードはちがうね どうして や違うところを見 拠になる言葉や文かる お父さんとの楽しい日を思い出すこ 。 、

えを聞いて、自分の みたいと思ったと 接 このキーワードをえらんだの？ つける。 ら気付かせる。とができる。

考えに取り入れたい ころはどこか。 ⑦ △△くんの考えは、ぼくの考え ④同じ理由や違う理・４人でかげおくりをしたことは、お

と思ったことや学習 とここがちがっているね。どのキ 由をキーワードを父さんとお母さんが記念写真と言っ

をとおして、さらに ーワードから～と考えたの？ 基に話し合う。ていたので、家族がみんなそろった

考えたことなどを加 ⑧ それはね。このキーワードから ⑤友達の考えで大事最後の思い出だから。

えて、学習のまとめ ～だと思ったんだよ。 だと思ったことを

をさせる。 メモする。

－ ー資４
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（２の場面／４時）
○ 年の目標 ○ 年の目標3 4
・空襲の様子やひとりぼっちになってしまったちいちゃんの気持ちを読み取ることができる。 ・ゆみ子の将来を心配する両親の気持ちを読み取ることができる。

３ 年 ４ 年

段 指導上の留意点 指導上の留意点 段

階 ノートの活用 学 習 活 動（○主な発問・指示） 形態 学 習 活 動（○主な発問・指示） ノートの活用 階○手だての試案による配慮事項 ○手だての試案による配慮事項

・学習の見通しを持たせ ・学習課題を書く。 ・ノートに見直した考え ・前時の学習を十分想１．学習課題を確認する １．考えを見直す

て、本時の学習に意欲 たくさんの人たちの中でねむるちい ・前時学習をノートの記述から想起す を記述する。 起させ、考えを見直

的に取り組めるように ちゃんは どんなことを思っただろう る。 すための観点を示す、 。

２．学習場面を音読する 見直しの観点する。 ・前時の学習で学んだ読み方をまとめ

・課題について考えなが ・二の場面を読む。 る。 ・自分の考えで足りな ・前時の課題に対する

ら読むように指示す ・本時の学習場面を読んだり、学習課 いところはどこか。 考えを感想もまじえ

る。 ・教師と一緒に、キー 題について考えたり、準備をする。 ・友達の考えを聞いて て書かせる。その際 ふ３．場面の内容を読み取る 、

・板書を基にキーワード ワードに赤線を引い ・教師といっしょに 内容を読み取る さらに考えてみたい 前時の学習を振り返 り、 。 予想される児童の見直した考え

に赤線を引かせ、どの ていく。 ○大事な言葉に線をひこう。 直 間 と思ったところはど るとともに友達の考 か・戦争がはげしかったから、食べるもの

児童も内容が正確に読 接 接 こか。 えを聞いて自分の考 え読み取りの観点とキーワード はほとんどなかった。だから、おなか

み取れるようにする。 えに取り入れたい思 る・空襲の様子 をすかせたゆみ子にほんとうは、たく

・板書には線を引くだけ 「空襲警報 「サイレン 「赤い火 「あちこちに」 ったことや学習を通」 」 」 さん食べさせたかったんだけど、でき

でなく、必要に応じて 「風の強い日 「だれかがさけんで 「風があつく」 してさらに考えたこ」 」 なかった。それでも、お母さんは、自

心情も書き込んでい 「ほのおのうず 「おいかけて 「だき上げて走り」 となどを加えて、学」 」 分の分からゆみ子にあげていた。それ

く。 「ひどいけが 「おいぬかれたり、ぶつかったり」 習のまとめをさせ」 でも、いつも一つしかあげることがで

○順序を表す言葉や場面 る。・ひとりぼっちになったちいちゃんの気持ち きず、それが、お母さんの口ぐせにな

ってしまい、ゆみ子がそれを覚えてしの様子に着目して読み 「お母ちゃん、お母ちゃん 「ちいちゃんはさけび」」

まった。取らせるようにする。 「お母さんらしき人 「お母ちゃん 「ちいちゃんがさけぶと」」 」

「お母さんではありません 「たくさんの人たちの中で」と 」

ら

・間接指導に入る前に児 ・手順にしたがって、 ・学習課題を書く。 ・学習の見通しを持え ４．課題に対する自分の考えをもつ ２．学習課題を確認する

童だけで学習を進めら 自分の考えをノート ・読み取りを基にちいちゃんの気持ち お父さんは、ゆみ子をめちゃくちゃに たせて、本時の学習る

れるように考えをもつ に書く。 を考え、ノートに書き込むことで自 高い高いしながら、どんなことを思っ に意欲的に取り組め

ための手順を示す。 分の考えをはっきり形に表す。 ただろう。 るようにする。

○自分の考えの根拠を明 ○みんなの考えをノートに書いてみ ・課題について考えな考えをもつ手順 ３．学習場面を音読する

確にできるようにキー ①赤線のほかにも大切 よう。 ・二の場面を読む。 がら読むように指示

ワードと結び付けさせ だと思った言葉には する。

るようにする。 波線を引く。 ・教師と一緒にキーワー ・板書をもとにキーワ予想される児童の考え ４．場面の内容を読み取る

②学習課題に対する考 ・ひとりぼっちでさびしいよ。お母ち ・教師といっしょに 内容を読み取る ドに赤線を引いてい ードに赤線を引かせ、 。

えをノートに書く。 ゃん、お兄ちゃん、どこにいるの。 間 直 ○大事な言葉に線をひこう。 く。 どの児童も内容が正

③ノート上段の教材文 ・お母ちゃん、わたしだけをおいてど 接 接 確に読み取れるよう読み取りの観点とキーワード

から考えの理由にな こに行ったの。早くむかえにきてち にする。・ゆみ子の将来を心配する両親の気持ち

るキーワードを見つ ょうだい。 「なんてかわいそうな子 「なんでももらえると思ってる」 ・板書には線を引くだ」

け、下段の考えと線 「深いため息 「一生 「みんなちょうだい」 けでなく、必要に応」 」

でつなぐ。 「山ほどちょうだい 「両手を出すことを知らずに」 じて心情も書き込ん」

「みんな一つだけ 「一つだけの喜び」 でいく。 と」

「一つだってもらえないかも 「どんな子に育つだろう」 ○順序を表す言葉や場 ら」

面の様子に着目して え

読み取らせるように る

する。

○考えをどのように比べ ・ノートの記述を基に ・手順にしたがって、自 ・間接指導に入る前に５．考えを比べる ５．課題に対する自分の考えをもつ

るのか、観点や手順を 考えを比べ合う。 ・友達と考えを交流し、共通点や相 ・読み取りを基にお父さんの気持ちを 分の考えをノートに書 児童だけで学習を進

具体的に示す。 違点を明らかにする 考え、ノートに書き込むことで自分 く。 められるように考え比べる観点

・考えの同じところ、 ○自分の考えと友達の考えを比べて、 の考えをはっきり形に表す。 をもつための手順を考えをもつ手順

○他人と考えが違ってい 違うところはどこ 同じところ、違うところ見つけ、そ ○みんなの考えをノートに書いてみよ ①赤線のほかにも大切 示す。

ても良いことを児童に か。 う考えた理由を話し合おう。 う。 だと思った言葉には

伝える。 ・それぞれの考えの理 (例） 間 波線を引く。 ○自分の考えの根拠を話し合いの進め方 予想される児童の考え

由になっているキー ① ○○くんの考えを先に聞かせて。 接 ・ゆみ子が大きくなって、どんな子に ②学習課題に対する考 明確にできるように

・考えの違いを児童だけ ワードは何か。 ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 育つか心配だ。 えをノートに書く。 キーワードと結び付

で見つけられない場合 ③ 考えをくらべてみよう。 ・この子は 一生 みんなちょうだい ③ノート上段の教材文 けさせるようにす、 、 、

には、教師も話し合い ④ ○○くんは、～に線を引いたんだ 山ほどちょうだいと言って、両手を から考えの理由にな る。ふ 比べる手順

に加わり助言する。 ①友達の考えを聞いて ね。 出すことを知らずにすごすかもしれ るキーワードを見つか

自分の考えと照らし ⑤ △△くんは、～に引いたんだね。 ない。 け、下段の考えと線め

・児童の考えが類似して 合わせる。 ⑥ ○○くんと、ぼくの考えは、少し 間 でつなぐ。る

いる場合には、根拠と ②もし、友達のノート にているね。キーワードは、これと 接

なる言葉も同じなの に波線が引いてあれ これが同じだね。でも、このキーワ ・ノートの記述を基に考 ○考えをどのように比６．考えを比べる

か、 ほかには、この考 ば自分のノートにも ードはちがうね。どうして、このキ ・友達と考えを交流し、共通点や相違 えを比べ合う。 べるのか、観点や手

えの 根拠になっている 青線を引く。 ーワードをえらんだの？ 点を明らかにする 順を具体的に示す。比べる観点

言葉 はないのか、考え ③考えの同じところや ⑦ △△くんの考えは、ぼくの考えと ・考えの同じところ違

させ る。 違うところを見つけ ここがちがっているね。これはどの ○自分の考えと友達の考えを比べて、 うところはどこか。 ○友達と考えが違って

る。 キーワードから～と考えたの？ 同じところ、違うところ見つけ、そ ・お互いの考えの理由 いても良いことを児

④同じ理由や違う理由 ⑧ それはね。このキーワードから～ う考えた理由を話し合おう。 になっているキーワ 童に伝える。

をキーワードを基に だと思ったんだよ。 ードは何か。

話し合う。 ・児童の考えに共通点

(例） がある場合には、な話し合いの進め方 比べる手順

・考えを広げ深めること ・ノートに見直した考 ① ○○くんの考えを先に聞かせて。 ①友達の考えを聞いて ぜ同じになったのか ふ６．考えを見直す 、

ができるように、考え えを記述する。 ・学習を振り返り、学んだ読み方をま 間 ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 自分の考えと照らし 他には、この考えの か

を見直すための観点を とめる。 接 ③ 考えをくらべてみよう。 合わせる。 根拠となる言葉がな め

示す。 ④ ○○くんは、～に線を引いたんだ ②もし、友達のノート いのかなどを考えさ る見直しの観点 予想される児童の見直した考え

・さっきの人がお母ちゃんだったらよ ね。 に波線が引いてあ せる。

・最後に課題に対する考 ・自分の考えで足りな かったのに。お母ちゃん、お兄ちゃ ⑤ △△くんは、～に引いたんだね。 れ ば自分のノートふ

えを感想もまじえて書 いところはどこか。 ん、いったいどこにいったの。ひと ⑥ ○○くんと、ぼくの考えは、少し にも 青線を引く。 ・相違点については、り

かせる。その際、今日 ・友達の考えを聞い りぼっちでさびしいよ。 にているね。キーワードは、これと ③考えの同じところや 違いの理由が何に基か

の学習を振り返るとと て、さらに考えてみ ・お母ちゃんは、後から来るって、お これが同じだね。でも、このキーワ 違うところを見つ づいているのか、根え

もに友達の考えを聞い たいと思ったところ じさんが言ってた。だから明日にな 間 ードはちがうね。どうして、このキ け る。 拠になる言葉や文かる

て、自分の考えに取り はどこか。 れば、きっと会えると思う。 接 ーワードをえらんだの？ ④同じ理由や違う理由 ら気付かせる。

入れたいと思ったこと ⑦ △△くんの考えは、ぼくの考えと をキーワードを基

や学習をとおして、さ ここがちがっているね。どのキーワ に 話し合う。

らに考えたことなどを ードから～と考えたの？ ⑤友達の考えで大事だ

加えて、学習のまとめ ⑧ それはね。このキーワードから～ と思ったことをメ

をさせる。 だと思ったんだよ。 モ する。

ー ー資５
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（ の場面／５時）3
（１） 年の目標 （１） 年の目標3 4

・はぐれた家族に会えると信じて待っているちいちゃんの気持ちを読み取ることができる。 ・父親が出征する日の家族の様子や両親の気持ちを読み取ることができる。

３ 年 ４ 年

段 指導上の留意点 指導上の留意点 段

階 ノートの活用 学 習 活 動（○主な発問・指示） 形態 学 習 活 動（○主な発問・指示） ノートの活用 階○手だての試案による配慮事項 ○手だての試案による配慮事項

・学習の見通しを持た ・学習課題を書く。 ・前時の学習を十分想１．学習課題を確認する １．考えを見直す ・ノートに見直した考

せて、本時の学習に こわれかかったぼう空ごうの中で、 ・前時学習をノートの記述から想起する 起させ、考えを見直えを記述する。

意欲的に取り組める 一人でねむるちいちゃんはどんなこと ・前時の学習で学んだ読み方をまとめる すための観点を示す

見直しの観点ようにする。 を思っただろう。 ・本時の学習場面を読んだり、学習課題

・課題について考えな について考えたり、準備をする ・前時の課題に対する２．学習場面を音読する ・自分の考えで足り

がら読むように指示 ・四の場面を読む。 考えを感想もまじえ予想される児童の見直した考え ないところはどこ

する。 て書かせる。その際 ふ・なんてかわいそうな子なんだろう。 か。

・板書を基にキーワー ・キーワードに赤線を引 前時の学習を振り返 り３．場面の内容を読み取る もらえるものはみんな一つだけしか ・友達の考えを聞い

ドに赤線を引かせ、 いていく。 ・教師といっしょに 内容を読み取る 直 間 るとともに友達の考 か、 。 ない。本当は、おなかいっぱい食べ て、さらに考えて

どの児童も内容が正 ○大事な言葉に線をひこう。 接 接 えを聞いて自分の考 えさせたいのに、それができないのが みたいと思ったと

確に読み取れるよう えに取り入れたい思 る読み取りの観点とキーワード とてもつらい。このままでは、大き ころはどこか。

にする。 ったことや学習を通・空襲による町や家の被害の様子 くなって、じょうぶな子に育つのだ

・板書には線を引くだ 「すっかりかわって 「あちこち、けむりが」 してさらに考えたこ」 ろうか。ゆみ子には、ぜったいしあ

けでなく、必要に応 「どこがうちなのか 「やけ落ちてなくなって」 となど、もう一度学」 わせになってほしいのに おれには、 、

と じて心情も書き込ん 習課題について考え・ぼう空ごうでの、ちいちゃんの様子 どうすることもできない。

ら でいく。 「ほしいい 「少し食べ 「こわれかかった暗い」 させる」 」

え ○順序を表す言葉や場 「少しかじり」

・母と兄が必ずここに帰ってくると信じるちいちゃんの気持ちる 面の様子に着目して

読み取らせるように 「深くうなずき 「また深くうなずき 「きっと帰ってくる」」 」

する。

・手順にしたがって、自 ・学習の見通しを持４．課題に対する自分の考えをもつ ２．学習課題を確認する ・学習課題を書く。

・間接指導に入る前に 分の考えをノートに書 ・読み取りを基にちいちゃんの気持ち お父さんが戦争に行く日、お母さんと たせて、本時の学習

児童だけで学習を進 く。 を考え、ノートに書き込むことで自 お父さんは、それぞれどんなことを思 に意欲的に取り組め

められるように考え 分の考えをはっきり形に表す。 っただろう。 るようにする。

をもつための手順を ・課題について考えな３．学習場面を音読する

示す。 ○みんなの考えをノートに書いてみよ がら読むように指示・四の場面を読む。

う。 する。考えをもつ手順

○自分の考えの根拠を ①赤線のほかにも大切 ・板書をもとにキーワ４．場面の内容を読み取る ・キーワードに赤線を

明確にできるように だと思った言葉や文 ・教師といっしょに、内容を読み取る。 ードに赤線を引かせ引いていく。

キーワードと結び付 には波線を引く。 間 直 ○大事な言葉に線をひこう。 どの児童も内容が正予想される児童の考え

けさせるようにす ②学習課題に対する考 接 接 確に読み取れるよう・お母ちゃんとお兄ちゃんは、きっ 読み取りの観点とキーワード

る。 えをノートに書く。 にする。と帰ってくるよ。だからここで待 ・戦争の状況

③ノートの上段から考 「あまりじょうぶでない 「戦争に行かなければならない日」 ・板書には線を引くだっていよう。 」

えの理由になるキー 「防空ずきん 「包帯 「お薬 「配給のきっぷ」 けでなく、必要に応・おなかがすいたし、こわいよ。お 」 」 」

ワードを見つけ、下 「大事なお米」 じて心情も書き込ん と母ちゃん、早く帰ってきて。

段の考えと線でつな でいく。 ら・みんなの家が焼けてしまった。あ ・戦争に行く日の両親の気持ち

ぐ。 [泣き顔 「見せたくなかった」 ○順序を表す言葉や えたしたちの部屋もなくなってしま 」

「小さくばんざい 「歌を歌って」 場面の様子に着目し るった。 」

「まるで、戦争に行く人ではないかのよう」 て読み取らせるよう

にする。

○考えをどのように比 ・ノートの記述を基に考 ・間接指導に入る前に５．考えを比べる ５．課題に対する自分の考えをもつ ・手順にしたがって、

べるのか、観点や手 えを比べ合う。 ・友達と考えを交流し、共通点や相違 ・読み取りを基にちいちゃんの気持ち 児童だけで学習を進自分の考えをノート

順を具体的に示す。 点を明らかにする を考え、ノートに書き込むことで自 められるように考えに書く。

○自分の考えと友達の考えを比べて、 分の考えをはっきり形に表す。 をもつための手順を比べる観点 考えをもつ手順

○他人と考えが違って ・考えの同じところ、 同じところ、違うところ見つけ、そ ○みんなの考えをノートに書いてみよ 示す。①赤線のほかにも大切だ

いても良いことを児 違うところはどこか う考えた理由を話し合おう。 う。 ○自分の考えの根拠をと思った言葉や文には

童に伝える。 ・それぞれの考えの理 間 明確にできるように予想される児童の考え 波線を引く。

由になっているキー (例） 接 キーワードと結び付話し合いの進め方 ○お母さん ②学習課題に対する考え

・考えの違いを児童だ ワードは何か。 けさせるようにす・戦争に行く日なのに、お父さんにゆ をノートに書く。

けで見つけられない ① ○○くんの考えを先に聞かせて。 る。み子の泣き顔を見せたくない。しか ③ノートの上段から考え

の理由になるキーワーふ 場合には、教師も話 ② 次は、ぼくの考えを話すよ。比べる手順 たがないから、おにぎりをゆみ子に

ドを見つけ、下段の考か し合いに加わり助言 ①友達の考えを聞い ③ ○○くんは、～に線を引いたんだ あげてしまおう。

えと線でつなぐ。め する。 て、自分の考えと照 ね。 間 ○お父さん

る らし合わせる。 ④ △△くんは、～に引いたんだね。 接 ・もうゆみ子に会えないかもしれない。

・児童の考えが類似し ②もし、友達のノート ⑤ ○○くんと、ぼくの考えは、少し ・戦争に行きたくない。

ている場合には、根 に波線が引いてあれ にているね。キーワードは、これ

拠となる言葉や文も ば、自分のノートに とこれが同じだね。でも、この ・ノートの記述を基に ○考えをどのように比５．考えを比べる

同じなのか、ほかに も青線を引く。 キーワードはちがうね どうして ・友達と考えを交流し、共通点や相違点 考えを比べ合う。 べるのか、観点や手。 、

は、この考えの根拠 ③考えの同じところや このキーワードをえらんだの？ を明らかにする 順を具体的に示す。比べる観点

になっている言葉は 違うところを見つけ ⑥ △△くんの考えは、ぼくの考えと ・考えの同じところ

ないのか、考えさせ る。 ちがっているね。どうして～と考 ○自分の考えと友達の考えを比べて、同 違うところはどこ ○友達と考えが違って

る。 ④同じ理由や違う理由 えたの？ じところ、違うところ見つけ、そう考 か。 いても良いことを児

をキーワードを基に ⑦ それはね。この言葉からちいちゃ えた理由を話し合おう。 ・お互いの考えの理 童に伝える。

話し合う。 んが～だと思ったからだよ。 由になっているキ

ーワードは何か。 ・児童の考えに共通点

(例） がある場合には、な話し合いの進め方

ぜ同じになったのか比べる手順

・考えを広げ深めるこ 間 ① ○○くんの考えを先に聞かせて。 ①友達の考えを聞い 他には、この考えの ふ・ノートに見直した考えを ６．考えを見直す

とができるように、 ・学習を振り返り、学んだ読み方をま 接 ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 て、自分の考えと 根拠となる言葉がな か記述する。

考えを見直すための とめる。 ③ ○○くんは ～に線を引いたんだね 照らし合わせる。 いのかなどを考えさ め、 。

観点を示す。 ④ △△くんは、～に引いたんだね。 ②もし、友達のノー せる。 る見直しの観点

・最後に課題に対する ⑤ ○○くんと、ぼくの考えは、少しに トに波線が引いて予想される児童の見直した考え

考えを感想もまじえ ・自分の考えで足りな ているね。キーワードは、これとこ あれば自分のノー ・相違点については、・あたしたちの家は焼けてなくなっ

ふ て書かせる その際 いところはどこか。 れが同じだね。でも、このキーワー トにも青線を引く 違いの理由が何に基。 、 。てしまったけど、お母ちゃんたち

り 今日の学習を振り返 ・友達の考えを聞いて ドはちがうね。どうして、このキー ③考えの同じところ づいているのか、根は、きっとここに帰ってくると信

か るとともに友達の考 さらに考えてみたい ワードをえらんだの？ や違うところを見 拠になる言葉や文かじてる。それまで、ずっと待って

え えを聞いて、自分の と思ったところはど 間 ⑥ △△くんの考えは、ぼくの考えとち つける。 ら気付かせる。るよ。

る 考えに取り入れたい こか。 接 がっているね。どのキーワードから ④同じ理由や違う理

と思ったことや学習 ～と考えたの？ 由をキーワードを

をとおして、さらに ⑦ この言葉からちいちゃんが～だと思 基に話し合う。

考えたことなどを加 ったんだよ。 ⑤友達の考えで大事

えて、もう一度、学 だと思ったことを

習課題について考え メモする。

させる。

ー ー資６
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（４の場面／６時）
（１） 年の目標 （１） 年の目標3 4
・たった一人でかげおくりをして家族に会えたちいちゃんの気持ちを読み取ることができる。 ・一輪のコスモスの花にこめられた父親の願いを読み取ることができる。

３ 年 ４ 年

段 指導上の留意点 指導上の留意点 段

階 ノートの活用 学 習 活 動（○主な発問・指示） 形態 学 習 活 動（○主な発問・指示） ノートの活用 階○手だての試案による配慮事項 ○手だての試案による配慮事項

・学習の見通しを持たせ ・学習課題を書く。 ・ノートに見直した考え ・前時の学習を十分想１．学習課題を確認する １．考えを見直す

て、本時の学習に意欲 どうしてちいちゃんは、きらきらわ ・前時学習をノートの記述から想起す を記述する。 起させ、考えを見直

的に取り組めるように らいながら、花畑の中を走り出したの る。 すための観点を示す

する。 だろう。 ・前時の学習で学んだ読み方をまとめ

・課題について考えなが る。 ・前時の課題に対する２．学習場面を音読する 見直しの観点

ら読むように指示す ・四の場面を読む。 ・本時の学習場面を読んだり、学習課 ・自分の考えで足りな 考えを感想もまじえ

る。 ・教師と一緒に、キー 題について考えたり、準備をする。 いところはどこか。 て書かせる。その際 ふ３．場面の内容を読み取る

・板書を基にキーワード ワードに赤線を引い ・教師といっしょに 内容を読み取る ・友達の考えを聞いて 前時の学習を振り返 り、 。 、予想される児童の見直した考え

に赤線を引かせ、どの ていく。 ○大事な言葉に線をひこう。 さらに考えてみたい るとともに友達の考 か○お母さん

児童も内容が正確に読 直 間 ・どうして 体のあまりじょうぶでない と思ったところはど えを聞いて自分の考 え読み取りの観点とキーワード 、 、

み取れるようにする。 接 接 お父さんまで戦争にいかなければなら こか。 えに取り入れたい思 る・厳しい環境で数日過ごしたちいちゃんの様子

・板書には線を引くだけ 明るい光 暑いような寒いような ひどくのどがかわいて ないのだろう。もしかして、もう、お ったことや学習を通「 」「 」「 」

でなく、必要に応じて 「太陽は、高く上がって 「青い空からふって」 父さんは帰ってこないかもしれない。 してさらに考えたこ」

心情も書き込んでい ・戦争に行くお父さんを笑顔で見送って となどを加えて、学・たった一人でかげおくりをするちいちゃんの様子

く。 「ふらふらする足 「たった一つのかげぼうしを見つめ」 あげたい。だから、お父さんのために 習のまとめをさせ」

○順序を表す言葉や場面 「くっきりと白いかげが四つ 「体がすきとおって」 大事なお米で作ったおにぎりだけど、 る。」

の様子に着目して読み 「空にすいこまれて」 ゆみ子にあげてしまおう。

・家族にやっと会えたちいちゃんの気持ち ○お父さん取らせるようにする。

「空色の花畠の中 「空の上 「おなかがすいて軽くなった」 ・どうして、戦争に行かなければならなと 」 」

「わらいながら歩いて 「なあんだ 「こんな所にいた」 いのだろう。おれが戦争に行ったら、ら 」 」

「きらきらわらい 「走り出し 「小さな女の子の命」 ゆみ子はどうなってしまうのか。え 」 」

「空に消え」る

・間接指導に入る前に児 ・手順にしたがって、 ・学習課題を書く。 ・学習の見通しを持４．課題に対する自分の考えをもつ ２．学習課題を確認する

童だけで学習を進めら 自分の考えをノート ・読み取りを基にちいちゃんの気持ち どうしてお父さんは、コスモスの花を たせて、本時の学習

れるように考えをもつ に書く。 を考え、ノートに書き込むことで自 一輪あげたのだろう。 に意欲的に取り組め

ための手順を示す。 分の考えをはっきり形に表す。 るようにする。

○みんなの考えをノートに書いてみよ ・課題について考えな考えをもつ手順 ３．学習場面を音読する

○自分の考えの根拠を明 ①赤線のほかにも大切 う。 ・四の場面を読む。 がら読むように指示

確にできるようにキー だと思った言葉には する。予想される児童の考え

ワードと結び付けさせ 波線を引く。 ・教師と一緒にキーワー ・板書をもとにキーワ・ちいちゃんは、お母さんたちが来るの ４．場面の内容を読み取る

るようにする。 ②学習課題に対する考 ・教師といっしょに 内容を読み取る ドに赤線を引いてい ードに赤線を引かせをずっと信じて待っていたのだから、 、 。

えをノートに書く。 ○大事な言葉に線をひこう。 く。 どの児童も内容が正やっと家族と会えたので、しあわせだ

③ノート上段の教材文 間 直 確に読み取れるようと思う。 読み取りの観点とキーワード

から考えの理由にな 接 接 にする。・プラットホームでのゆみ子の様子

るキーワードを見つ ・家族に会えたのはよかったけど、ち 「いよいよ汽車が入ってくるというとき 「またゆみ子の」 ・板書には線を引くだ」

け、下段の考えと線 いちゃんは、死んでしまったのだか 「一つだけちょうだい 「みんなおやりよ」 けでなく、必要に応」

でつなぐ。 ら、本当にしあわせとはいえないと 「とうとう泣き出して 「一つだけ」 じて心情も書き込ん」

思う。 でいく。・一輪のコスモスの花をゆみ子にあげたお父さんの気持ち

「ぷいといなくなって 「ごみすて場のような所」 ○順序を表す言葉や場 と」

わすれられたように コスモスの花 一輪のコスモスの花 面の様子に着目して ら「 」「 」「 」

「ひとつだけあげよう 「一つだけのお花 「大事に」 読み取らせるように え」 」

「キャッキャッ 「足をばたつかせて 「にっこり笑う」 する。 る」 」

「何も言わず 「一つの花を見つめながら」」

○考えをどのように比べ ・ノートの記述を基に ・手順にしたがって、自 ・間接指導に入る前に５．考えを比べる ５．課題に対する自分の考えをもつ

るのか、観点や手順を 考えを比べ合う。 ・友達と考えを交流し、共通点や相 ・読み取りを基にお父さんの気持ちを 分の考えをノートに書 児童だけで学習を進

具体的に示す。 違点を明らかにする 考え、ノートに書き込むことで自分 く。 められるように考え比べる観点

・考えの同じところ、 ○自分の考えと友達の考えを比べて、 の考えをはっきり形に表す。 をもつための手順を考えをもつ手順

○他人と考えが違ってい 違うところはどこ 同じところ、違うところ見つけ、そ ○みんなの考えをノートに書いてみよ ①赤線のほかにも大切 示す。

ても良いことを児童に か。 う考えた理由を話し合おう。 う。 だと思った言葉には

伝える。 ・それぞれの考えの理 (例） 間 波線を引く。 ○自分の考えの根拠を話し合いの進め方 予想される児童の考え

由になっているキー 接 ・コスモスは、もっとたくさんさいてい ②学習課題に対する考 明確にできるように

・考えの違いを児童だけ ワードは何か。 ① ○○くんの考えを先に聞かせて。 たと思う。でも、ゆみ子が 「一つだ えをノートに書く。 キーワードと結び付、

で見つけられない場合 ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 け。一つだけ 」と言っているので、 ③ノート上段の教材文 けさせるようにす。

には、教師も話し合い ③ 考えをくらべてみよう。 一つだけあげたのだと思う。 から考えの理由にな る。ふ 比べる手順

に加わり助言する。 ④ ○○くんは、～に線を引いたんだ ・お父さんは、コスモスをもっとたくさ るキーワードを見つか

①友達の考えを聞いて ね。 んあげたかったんだけど、たった一輪 け、下段の考えと線め

・児童の考えが類似して 自分の考えと照らし ⑤ △△くんは、～に引いたんだね。 間 しかさいていなかったんだと思う。だ でつなぐ。る

いる場合には、根拠と 合わせる。 ⑥ ○○くんと、ぼくの考えは、少し 接 から、かわりに一輪のコスモスにいろ

なる言葉も同じなの ②もし、友達のノート にているね。キーワードは、これと んな気持ちをこめてゆみ子にわたした

か、 ほかには、この考 に波線が引いてあれ これが同じだね。でも、このキーワ んだと思う。

えの ば自分のノートにも ードはちがうね。どうして、このキ

根拠になっている言葉 青線を引く。 ーワードをえらんだの？ ・ノートの記述を基に考 ○考えをどのように比６．考えを比べる

はないのか、考えさせ ③考えの同じところや ⑦ △△くんの考えは、ぼくの考えと ・友達と考えを交流し、共通点や相違 えを比べ合う。 べるのか、観点や手

る。 違うところを見つけ ここがちがっているね。これはどの 点を明らかにする 順を具体的に示す。比べる観点

る。 キーワードから～と考えたの？ ・考えの同じところ違

④同じ理由や違う理由 ⑧ それはね。このキーワードから～ ○自分の考えと友達の考えを比べて、 うところはどこか。 ○友達と考えが違って

をキーワードを基に だと思ったんだよ。 同じところ、違うところ見つけ、そ ・お互いの考えの理由 いても良いことを児

話し合う。 う考えた理由を話し合おう。 になっているキーワ 童に伝える。

ードは何か。

・児童の考えに共通点

(例） がある場合には、な話し合いの進め方 比べる手順

・考えを広げ深めること ・ノートに見直した考 ① ○○くんの考えを先に聞かせて。 ①友達の考えを聞いて ぜ同じになったのか６．考えを見直す 、

ができるように、考え えを記述する。 ・学習を振り返り、学んだ読み方をま ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 自分の考えと照らし 他には、この考えの

を見直すための観点を とめる。 ③ 考えをくらべてみよう。 合わせる。 根拠となる言葉がな

示す。 ④ ○○くんは、～に線を引いたんだ ②もし、友達のノート いのかなどを考えさ見直しの観点 予想される児童の見直した考え

・ちいちゃんは、今にも死にそうなく ね。 に波線が引いてあ せる。 ふ

・最後に課題に対する考 ・自分の考えで足りな らい苦しかった。だから、青い空を ⑤ △△くんは、～に引いたんだね。 れ ば自分のノート か

えを感想もまじえて書 いところはどこか。 見て、家族みんなやった楽しいかげ 間 ⑥ ○○くんと、ぼくの考えは、少し にも 青線を引く。 ・相違点については、 め

かせる。その際、今日 ・友達の考えを聞い おくりをのことを思いだしたんだと 接 にているね。キーワードは、これと ③考えの同じところや 違いの理由が何に基 る

の学習を振り返るとと て、さらに考えてみ 思う。青い空からふってきたお父さ これが同じだね。でも、このキーワ 違うところを見つ づいているのか、根

もに友達の考えを聞い たいと思ったところ んの声やお母さんの声を聞いたら、 ードはちがうね。どうして、このキ け る。 拠になる言葉や文かふ

て、自分の考えに取り はどこか。 みんながすぐそばにいるような気が ーワードをえらんだの？ ④同じ理由や違う理由 ら気付かせる。り

入れたいと思ったこと して、うれしかったと思う。きっと 間 ⑦ △△くんの考えは、ぼくの考えと をキーワードを基か

や学習をとおして、さ 帰ってくるとずっと信じて待ってい 接 ここがちがっているね。どのキーワ に 話し合う。え

らに考えたことなどを たお母さんとお兄ちゃんだけでなく ードから～と考えたの？ ⑤友達の考えで大事だる 、

加えて、学習のまとめ お父さんにもやっと会えたのだから ⑧ それはね。このキーワードから～ と思ったことをメ、

をさせる。 ちいちゃんは、とてもしあわせな気 だと思ったんだよ。 モ する。

持ちできらきらわらいながら走りだ

したのだと思う。

ー ー資７
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（ の場面／ 時）5 7
○ 年の目標 ○ 年の目標3 4
・１～４の場面と５の場面を比べながら読み、平和な暮らしの様子を読み取ることができる。 ・お母さんを助け、平和に暮らすゆみ子の様子を読み取ることができる。

３ 年 ４ 年

段 指導上の留意点 指導上の留意点 段

階 ノートの活用 学 習 活 動（○主な発問・指示） 形態 学 習 活 動（○主な発問・指示） ノートの活用 階○手だての試案による配慮事項 ○手だての試案による配慮事項

・学習の見通しを持たせ ・学習課題を書く。 ・ノートに見直した考え ・前時の学習を十分想１．学習課題を確認する １．考えを見直す

て、本時の学習に意欲 もしも戦争がなかったら、ちいちゃ ・前時学習をノートの記述から想起す を記述する。 起させ、考えを見直

的に取り組めるように んはどうしているだろう。 る。 すための観点を示す

２．学習場面を音読する 見直しの観点する。 ・前時の学習で学んだ読み方をまとめ

・課題について考えなが ・五の場面を読む。 る。 ・自分の考えで足りな ・前時の課題に対する

ら読むように指示す ・本時の学習場面を読んだり、学習課 いところはどこか。 考えを感想もまじえ３．場面の内容を読み取る

る。 ・教師と一緒に、キー ・教師といっしょに 内容を読み取る 題について考えたり、準備をする。 ・友達の考えを聞いて て書かせる。その際 ふ、 。 、

・板書を基にキーワード ワードに赤線を引い ○大事な言葉に線をひこう。 さらに考えてみたい 前時の学習を振り返 り予想される児童の見直した考え

に赤線を引かせ、どの ていく。 直 間 ・コスモスの花は一輪だけでなく、もっ と思ったところはど るとともに友達の考 か

児童も内容が正確に読 接 接 とたくさんさいていたと思う。でも、 こか。 えを聞いて自分の考 え読み取りの観点とキーワード

み取れるようにする。 ゆみ子が「一つだけ。一つだけ 」と えに取り入れたい思 る・戦争でちいちゃんの周りから失われていったもの 。

・板書には線を引くだけ 「お父さん 「かげおくり 「お母さん 「お兄ちゃん」 泣いていたので、一輪だけあげたのだ ったことや学習を通」 」 」

でなく、必要に応じて 「家 「町 「部屋 「命」 ろう。だけど、お父さんは一輪だけの してさらに考えたこ」 」 」

心情も書き込んでい コスモスに、自分の気持ちをたくさん となどを加えて、学・平和になった町の様子

く。 「いっぱい家 「小さな公園」 こめて、ゆみ子にわたしたと思う。そ 習のまとめをさせ」

○順序を表す言葉や場面 「お兄ちゃんやちいちゃんぐらいの子どもたち」 れは、ゆみ子を心配する気持ちだった る。と

の様子に着目して読み 「きらきらわらい声 「遊んで」 り、しあわせになってほしいと思う気ら 」

取らせるようにする。 持ちだったり、ゆみ子を愛する気持ちえ

だったと思う。る

・間接指導に入る前に児 ・手順にしたがって、 ・学習課題を書く。 ・学習の見通しを持４．課題に対する自分の考えをもつ ２．学習課題を確認する

童だけで学習を進めら 自分の考えをノート ・読み取りを基に戦争がなかった時の ゆみ子は、どんな子に育っただろう。 たせて、本時の学習

れるように考えをもつ に書く。 ちいちゃんの生活を考え、ノートに に意欲的に取り組め

ための手順を示す。 書き込むことで自分の考えをはっき るようにする。

り形に表す。 ・課題について考えな考えをもつ手順 ３．学習場面を音読する

○自分の考えの根拠を明 ①赤線のほかにも大切 ○みんなの考えをノートに書いてみよ ・五の場面を読む。 がら読むように指示

確にできるようにキー だと思った言葉には う。 する。

ワードと結び付けさせ 波線を引く。 ・教師と一緒にキーワー ・板書をもとにキーワ予想される児童の考え ４．場面の内容を読み取る

るようにする。 ②学習課題に対する考 ・ちいちゃんは、家族と毎日平和にく ・教師といっしょに 内容を読み取る ドに赤線を引いてい ードに赤線を引かせ、 。

えをノートに書く。 らしていると思う。 ○大事な言葉に線をひこう。 く。 どの児童も内容が正

③ノート上段の教材文 ・時々家族みんなでかげおくりをして 間 直 確に読み取れるよう

から考えの理由にな 楽しんでいると思う。 接 接 にする。読み取りの観点とキーワード

るキーワードを見つ ・板書には線を引くだ・平和に暮らすゆみ子とお母さんの様子

け、下段の考えと線 「十年の年月 「お父さんの顔 「覚えていません」 けでなく、必要に応」 」

でつなぐ。 「あるいは知らないのかも 「とんとんぶきの小さな家」 じて心情も書き込ん」

「コスモスの花でいっぱい 「ミシンの音 「お肉とお魚」 でいく。」 」

「買い物かご 「スキップ 「コスモスのトンネル 「日曜日」 ○順序を表す言葉や場 と」 」 」

「小さなお母さん 「お昼を作る日」 面の様子に着目して ら」

読み取らせるように え

する。 る

○考えをどのように比べ ・ノートの記述を基に ・手順にしたがって、自 ・間接指導に入る前に５．考えを比べる ５．課題に対する自分の考えをもつ

るのか、観点や手順を 考えを比べ合う。 ・友達と考えを交流し、共通点や相違 ・読み取りやこれまでの学習を振り返 分の考えをノートに書 児童だけで学習を進

具体的に示す。 点を明らかにする り、平和に暮らすゆみ子がどんな子 く。 められるように考え比べる観点

・考えの同じところ、 ○自分の考えと友達の考えを比べて、 どもに育ったのか考え、ノートに書 をもつための手順を考えをもつ手順

○他人と考えが違ってい 違うところはどこ 同じところ、違うところ見つけ、そ き込むことで自分の考えをはっきり ①赤線のほかにも大切 示す。

ても良いことを児童に か。 う考えた理由を話し合おう。 形に表す。 だと思った言葉には

伝える。 ・それぞれの考えの理 間 ○みんなの考えをノートに書いてみよ 波線を引く。 ○自分の考えの根拠を

由になっているキー 接 う。 ②学習課題に対する考 明確にできるように

・考えの違いを児童だけ ワードは何か。 (例） えをノートに書く。 キーワードと結び付話し合いの進め方 予想される児童の考え

で見つけられない場合 ① ○○くんの考えを先に聞かせて。 ・コスモスの花に包まれて楽しくくらし ③ノート上段の教材文 けさせるようにす

には、教師も話し合い ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 ている。 から考えの理由にな る。ふ

に加わり助言する。 ③ 考えをくらべてみよう。 ・お父さんがいなくて、お金持ちではな るキーワードを見つか

④ ○○くんは、～に線を引いたんだ いけれど、お肉やお魚も食べられるよ け、下段の考えと線め 比べる手順

・児童の考えが類似して ①友達の考えを聞いて ね。 間 うになった。 でつなぐ。る

いる場合には、根拠と 自分の考えと照らし ⑤ △△くんは、～に引いたんだね。 接

なる言葉も同じなの 合わせる。 ⑥ ○○くんと、ぼくの考えは、少し

か、 ほかには、この考 ②もし、友達のノート にているね。キーワードは、これと

えの 根拠になっている に波線が引いてあれ これが同じだね。でも、このキーワ ・ノートの記述を基に考 ○考えをどのように比６．考えを比べる

言葉 はないのか、考え ば自分のノートにも ードはちがうね。どうして、このキ ・友達と考えを交流し、共通点や相違 えを比べ合う。 べるのか、観点や手

させ る。 青線を引く。 ーワードをえらんだの？ 点を明らかにする 順を具体的に示す。比べる観点

③考えの同じところや ⑦ △△くんの考えは、ぼくの考えと ・考えの同じところ違

違うところを見つけ ここがちがっているね。これはどの ○自分の考えと友達の考えを比べて、 うところはどこか。 ○友達と考えが違って

る。 キーワードから～と考えたの？ 同じところ、違うところ見つけ、そ ・お互いの考えの理由 いても良いことを児

④同じ理由や違う理由 ⑧ それはね。このキーワードから～ う考えた理由を話し合おう。 になっているキーワ 童に伝える。

をキーワードを基に だと思ったんだよ。 ードは何か。

話し合う。 ・児童の考えに共通点

(例） がある場合には、な話し合いの進め方 比べる手順

・考えを広げ深めること ・ノートに見直した考 ① ○○くんの考えを先に聞かせて。 ①友達の考えを聞いて ぜ同じになったのか ふ６．考えを見直す 、

ができるように、考え えを記述する。 ・学習を振り返り、学んだ読み方をま 間 ② 次は、ぼくの考えを話すよ。 自分の考えと照らし 他には、この考えの か

を見直すための観点を とめる。 接 ③ 考えをくらべてみよう。 合わせる。 根拠となる言葉がな め

示す。 ④ ○○くんは、～に線を引いたんだ ②もし、友達のノート いのかなどを考えさ る見直しの観点 予想される児童の見直した考え

・戦争がなければ、 ね。 に波線が引いてあ せる。ちいちゃんは、何も

・最後に課題に対する考 ・自分の考えで足りな ⑤ △△くんは、～に引いたんだね。 れ ば自分のノートふ うしなうことがなかった。だから平和

えを感想もまじえて書 いところはどこか。 ⑥ ○○くんと、ぼくの考えは、少し にも 青線を引く。 ・相違点については、り にくらしていると思う もしかしたら。 、

かせる。その際、今日 ・友達の考えを聞い ちいちゃんは、お母さんになって、 にているね。キーワードは、これと ③考えの同じところや 違いの理由が何に基か

の学習を振り返るとと て、さらに考えてみ その子どもたちにかげおくりを教え これが同じだね。でも、このキーワ 違うところを見つ づいているのか、根え

もに友達の考えを聞い たいと思ったところ て、いっしょにかげおくりを楽しん 間 ードはちがうね。どうして、このキ け る。 拠になる言葉や文かる

て、自分の考えに取り はどこか。 でいるかもしれない。でも、戦争が 接 ーワードをえらんだの？ ④同じ理由や違う理由 ら気付かせる。

入れたいと思ったこと なかったら、家族のいないときの悲 ⑦ △△くんの考えは、ぼくの考えと をキーワードを基

や学習をとおして、さ しみが分からなかったと思う。 ここがちがっているね。どのキーワ に 話し合う。

らに考えたことなどを ードから～と考えたの？ ⑤友達の考えで大事だ

加えて、学習のまとめ ⑧ それはね。このキーワードから～ と思ったことをメ

をさせる。 だと思ったんだよ。 モ する。

ー ー資８




